
令和４年度秋田県慢性疾病児童等療養相談会 アンケート結果

対象者数 6 名 ＝参加者数
回収率 100 ％

★ 令和４年度秋田県慢性疾病児童等療養相談会について

Ｑ1．相談会について何で知りましたか（複数選択可）。  回答率 100％

設問
①県からの案内状
②保健所から
③医療機関から
④その他

Ｑ2．相談会に参加しようと思った理由を教えてください（複数選択可）。
回答率 100％

設問
①病気について学べる
②日常生活について相談できる
③その他

「③その他」の回答
・情報が欲しい
・参加者さんと直接会ってみたかった。

Ｑ3．相談会全体の満足度について教えてください。 回答率 83.33％

設問
①とても満足
②満足
③普通
④少し不満
⑤不満

Ｑ4．相談会で良かった点について教えてください（複数選択可）。
回答率 100.00％

設問
①場所
②時間
③所要時間
④講話
⑤講話後の相談会
⑥その他

「⑥その他」の回答
・日々、孤立しているため繋がりがあると安心する。

・病気の子どもを持つ親の新しい考え方があるのか。自分のためになる言葉に出会える
かが気になり参加しました。
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Ｑ5．今後、同様の相談会が開催された際は参加しようと思いますか。
回答率 100.00％

設問
①思う
②思わない

Ｑ6．相談会の時間について希望を教えてください。 回答率 100.00％

設問
①平日（午前）
②平日（午後）
③土日祝日（午前）
④土日祝日（午後）
⑤いつでも
⑥その他

「⑥その他」の回答
・平日だと子どもが学校だから。子どもがいないからこそ話せることがある。
・木曜日

Ｑ7．相談会の内容についてご希望を教えてください（複数選択可）。
回答率 100.00％

設問
①病気の治療
②子どもの成長・発育
③就園・就学
④日常生活
⑤子どもの就労
⑥子どもの学習
⑦その他

「⑦その他」の回答
・フリートーク
・心の葛藤

★相談会の感想や希望する支援、行政への要望等について教えてください（自由記述）。
・他の方々のことを知ることができて良い機会でした。ありがとうございます。もっと
参加者同士で話せるような場の作り方だともっと良かったです。多分、参加者が欲しい
内容をもらえるにはもう一声だったのだと思います。もっと総合的にお答えできる人が
講師の他にもいると良かったのではないでしょうか。
・日頃押し殺している不安など、わかり合えてすごくありがたい機会でした。またぜ
ひ、お願いしたいです。感謝しています。
・会場に辿り着くまでに、バギーに子どもを乗せたままで３階まで行くのが大変だった
ので、車椅子でも行きやすい会場だとありがたいなと思いました。話をしている中で聞
きたいことや疑問をまとめておいて頂いて、最後の方にでも参加者からの回答を頂きた
い。講師の方の回答の他に、参加者の方からの回答も聞きたかった。
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★ 「小児慢性特定疾病に関するご案内」（リーフレット）について

Ｑ1．良かった項目について教えてください（複数選択可）。
回答率 66.67％

設問
①小児慢性特定疾病医療費助成

③教育支援 
④就労支援
⑤患者・家族会など

Ｑ2．充実させて欲しい項目、新たに掲載して欲しい内容（複数選択可）
回答率 83.33％

設問
①小児慢性特定疾病医療費助成

③教育支援 
④就労支援
⑤患者・家族会など
⑥新たに掲載して欲しい内容

「⑥新たに掲載して欲しい内容」の回答
・定期サロンについて
・レスパイトなどを行っている施設一覧

②小児慢性特定疾病児童等日常
生活用具給付事業

②小児慢性特定疾病児童等日常
生活用具給付事業
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